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REDD+の品質評価と
REDD+を含めた今後の⾃然由来クレジット供給市場の変化について

株式会社sustainacraft
末次浩詩（代表取締役）

2024.2.9: 森から世界を変えるプラットフォーム主催セミナー
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透明性の⾼い⾃然資本のプロジェクト評価技術を⽤いて、買い⼿とプロジェクト開発者を繋げ、
⾃然保全プロジェクトへの資⾦循環を後押しする
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当社の体制（アドバイザー含む）

当社の構成／これまでの活動
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About us

✔ 受賞歴・アクセラレーション: JICA TSUBASA（2021年）、 MUFG ICJ ESGアクセラレーター⼤賞（2022年）、東京都⾦融賞（2022年、ESG部⾨）、
Forbesネイチャーポジティブの50社（2023年）

✔ 助成⾦: 経産省SBIRフェーズ3（⾃然由来の炭素・⽣物多様性クレジットの定量化に向けた技術開発）（2023年、上限4.3億円）、
NEDOエネ環（2022年、上限1.7億円）

✔ 学術研究: NeurIPS 2022 Climate Change AIベストペーパー賞受賞、国⽴環境研／⼀橋⼤学との研究、IDB・CI Brazilとの共同研究
✔ TNFD Data Catalist Initiative（設⽴当時全世界で68機関の1つ）

■ 今期(第3期)は、特に、
⾃然由来プロジェクトのアーリーファイナンスに向けた研究開発および社会実装と、⽣物多様性クレジットに関する研究開発に注⼒
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当社プロダクト/サービス概要
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Post-Issuanceクレジットの調達⽀援

Baselin
e

Perman
ence

Addition
ality

MRV

Product

Pre-Issuanceクレジットの調達⽀援
⼟地のポテンシャルや植栽される樹種の将来の成⻑性などカーボンストックに関する定量
的な観点と、必要なコストや経済性、現地コミュニティの巻き込みやベネフィットシェアリン
グ・想定される活動から想定される雇⽤の継続性など社会的な観点から分析を⾏う。
短期間で精度の⾼い分析を⾏うことが重要であり、衛星画像や学術論⽂、⼤規模⾔
語モデル等を⽤いて⾼い効率性・再現性を実現。

⾃然プロジェクトの貢献度を事後的に評価することで、発⾏済みクレジットの調達
に関するDue Diligenceをサポート。基本的には報告されている便益が実際に
実現されているのかを確認する。
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カーボンクレジットの調達戦略策定から案件探索、調達・償却の取引サポートまで⼀貫してご⽀援します
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Services

達成
事項

調達戦略⽴案 案件探索・交渉 進捗確認・取引⽀援

• 脱炭素計画に沿ったクレジット調達
戦略の策定

• 調達⽅針の選択(発⾏済みクレジッ
ト・初期投資案件・案件開発等)

• 社内におけるカーボンクレジットの必
要性啓蒙・意識醸成

• 必要となる予算規模・⼈的リソース
の把握

• 調達⽅針毎のロングリスト作成、ショ
ートリスト絞り込み

• 案件の費⽤対効果の算出、社内に
おける投資意思決定

• 仲介事業者との交渉による条件決
定

• 対象案件が投資⽅針通り環境貢
献をしているかに関するモニタリング
(炭素吸収/排出回避、地域社会、
⽣物多様性等)

• IRにおける適切な主張
• トラブル発⽣時の対応

SCの
⽀援

• クレジットの技術的観点・他社調達
状況・案件開発状況を踏まえた調
達戦略策定⽀援

• 案件関与実績に基づく調達⽅針策
定⽀援

• 社内向けの研修の実施

• ショートリスト絞り込みのための初期
スクリーニング(1件当たり2-3週間程
度)

• 案件の費⽤・効果両⾯の検証に基
づく投資採算検証、及びディベロッパ
ー・仲介事業者との交渉⽀援

• 衛星データ、社会データ、論⽂等多
様なデータに基づく効率的なモニタリ
ング

• IRおよびトラブル発⽣時に、問い合
わせに応じることができる技術的説
明の⽀援

1 2 3



1: REDD+の品質評価
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基本的な考え⽅: カーボンクレジットとは、そのプロジェクトへのファイナンスである
• カーボンクレジットがなければ、そのプロジェクト活動は起こり得ない（＝追加性）
• プロジェクトの貢献は、プロジェクトがなかった場合（ベースライン）に対して、プロジェクトがあることによる排出削減量／吸収量を評価する

そのほかの重要な要素
• ⾃然由来のプロジェクトでは避けられない森林⽕災などリバーサルリスクについては、バッファープールによってカバーする
• プロジェクトによる、プロジェクトエリア外への活動のシフトなどの負の影響（リーケージ）は適切に考慮して、クレジット創出量から割り引く

クレジット創出量計算の基本的な考え⽅: ベースラインとプロジェクトシナリオの差分
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⾃然由来ボランタリーカーボンクレジット
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REDD+は森林伐採の脅威が⾼まっている地域で実⾏される。違法伐採、森林⽕災などを防ぐことで、ベースラインシナリオ
と⽐較して、排出量を削減することができる
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⾃然由来ボランタリーカーボンクレジット: REDD+の品質評価

REDD+プロジェクトの概要 排出削減量のイメージ

REDD+
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（森林伐採抑制活動の結果）
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成り⾏きだと森林伐採が進んでしまう地域に対して保全活動を⾏い、プロジェ
クトがなければ森林伐採によって⼤量に発⽣してしまったであろう⼆酸化炭素
排出量を削減する。

プロジェクト
エリア

森林伐採が進⾏する
周辺地域

排出の回避
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昨今のREDDクレジットの過剰創出に関する批判の⼤半は、ベースラインの設定に起因
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⾃然由来ボランタリーカーボンクレジット: REDD+の品質評価 REDD+

Source: 
https://www.theguardian.com/environment/2023/jan/18/revealed-forest-carbon-offsets-biggest-provider-worthless-verra-aoe
https://www.japantimes.co.jp/news/2023/03/27/business/faulty-credits-tarnish-carbon-offset-trader/

https://www.theguardian.com/environment/2023/jan/18/revealed-forest-carbon-offsets-biggest-provider-worthless-verra-aoe
https://www.japantimes.co.jp/news/2023/03/27/business/faulty-credits-tarnish-carbon-offset-trader/
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衛星画像と独⾃の因果推論アルゴリズムを⽤いて、観測できない”反実仮想ベースライン”を推定しています
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機械学習の難関国際会議であるNeurIPS 2022(h5-index=309)にて Best Paperを受賞(link)
(NeurIPS 2022: Climate Change AI workshop)

REDD+⾃然由来ボランタリーカーボンクレジット: REDD+の品質評価

https://www.climatechange.ai/papers/neurips2022/55
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評価結果（例）
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⾃然由来ボランタリーカーボンクレジット: REDD+の品質評価 REDD+
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VM0048（Consolidated）以降のREDDでは品質は問題とならないか︖
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REDD+⾃然由来ボランタリーカーボンクレジット: REDD+の品質評価

■ 問題ないとは⾔えない。
Consolidatedは Low Bias, High Varianceのアプローチ

■ 管轄区（例えば州レベル）でバイアスが⼩さいと⾔っても、プロジェクトレベルで過⼤・過⼩推定が起こりうるのであれば、グリーンウォッシュ（と⾮難される）リスクはある。
→ 買い⼿側のマインドシフトも必要（個別のクレジットを調達するとしても、全体へのファイナンスをしているという⼼持ち）
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VM0048（Consolidated）以降のREDDでは品質は問題とならないか︖(cont.)

13

REDD+⾃然由来ボランタリーカーボンクレジット: REDD+の品質評価

■ Solid Worldらの研究では調査対象とした4件中3件は⼤幅にクレジットの発
⾏量が減少するという結果を出している

■ 現状では過剰発⾏が多いため、VM0048への移⾏により発⾏量が⼤幅に減
少するプロジェクトは多くなることが想定される

■ 分散が⼤きいアプローチにおいては、ローカルなモデルでのベースラインと⽐べてベ
ースラインが⼤きく推定される場所では結果として経済性が⾼くなるため、プロジ
ェクトがより成⽴される、つまりチェリーピックのような現象が起きる可能性もある

出所: https://dx.doi.org/10.2139/ssrn.4595017

https://dx.doi.org/10.2139/ssrn.4595017


2: 今後の⾃然由来クレジット供給市場の変化
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⾃然由来クレジット供給市場
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⾃然由来ボランタリーカーボンクレジット

https://reports.sustainacraft.com/ja/sustainacraft-2023-voluntary-carbon-market-review.html

https://reports.sustainacraft.com/ja/sustainacraft-2023-voluntary-carbon-market-review.html
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⾃然由来クレジット供給市場(cont.)
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⾃然由来ボランタリーカーボンクレジット

https://reports.sustainacraft.com/ja/sustainacraft-2023-voluntary-carbon-market-review.html

https://reports.sustainacraft.com/ja/sustainacraft-2023-voluntary-carbon-market-review.html
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⾃然由来クレジット供給市場(cont.)
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⾃然由来ボランタリーカーボンクレジット

https://reports.sustainacraft.com/ja/sustainacraft-2023-voluntary-carbon-market-review.html

https://reports.sustainacraft.com/ja/sustainacraft-2023-voluntary-carbon-market-review.html
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当社としての注⼒領域: REDD+、ARR、ALMをバランスよく⽀援していく
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⾃然由来ボランタリーカーボンクレジット

REDD+

ARR ALM

⾃然保全
⾃然再⽣

⾷糧安全保障
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最後に: ニュースレターやレポートの紹介
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■ ⽉次発⾏

■ Monthly Methodology Update: 主にVCSの⽅法論に関する更新についての概要説明
■ Monthly VCM Market Review: 主にVCMの動向や海外規制に関する概要説明

■ その他: 不定期なコンテンツ発信（過去記事例: Guardian記事に関する解説や、森林プロジェクトの経済性、⼟壌炭素測定に関する動向など）

月次発行 個別発行

レポート
https://reports.sustainacraft.com/ja/sustainacraft-2023-voluntary-carbon-market-review.html

ニュースレター
https://sustainacraft.substack.com/

https://reports.sustainacraft.com/ja/sustainacraft-2023-voluntary-carbon-market-review.html
https://sustainacraft.substack.com/
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